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１．江崎協議員の疑問について

　「通過交通」に疑問があります。

　 渋滞が緩和されないおそれがあります。

疑    問

通り抜け交通

７７％

２３％
沿道に用事

のある 交通

環状８号線 環状７号線

通り抜け交通

３４％
沿道に用事

のある 交通

６６％

　環状７・８号線（国道246号～目白通り）における通過交通の割合

資料：通り抜け交通の割合は、平成12年国土交通省ﾅﾝﾊﾞｰﾌﾟﾚｰﾄ調査（実測値）
　　　　総交通量はH12.11.28実測値（東京都環境局）

１

通過交通
交通量                 42万台/日
平均区部走行距離  22.2km
走行量            927万台ｷﾛ/日

内々交通（23区内⇔23区内）
交通量               ４９５万台/日
平均区部走行距離  ７.４km
走行量           3,658万台ｷﾛ/日

内外交通（23区外⇔23区内）
交通量                １６８万台/日
平均区部走行距離 　　１３.３km
走行量            ２,２２７万台ｷﾛ/日

資料：平成１１年度道路交通センサスを基にした推計値

（１）最新データに基づいても、通過交通は１４％です。

（２）環８、環７では、約３割が通り抜け交通です。



（３）外環道（埼玉区間）の開通で並行道路の交通量が減少しています。

（詳細は、第10回協議会資料 資料－３参照）
（資料ファイルNo.1 効果Ｐ31～35）

東北自動車道

国道４６３号

２

国道４６３号（さいたま市大門）
  １３％減少

(16,700台/日   → 14,600台/日)

川口上尾線

蕨・鳩ヶ谷線

環状七号線（足立区梅島）
　１１％減少

(65,700台/日   →  58,700台/日)

環状七号線

国道４号

県道　蕨・鳩ヶ谷線（川口市芝）
　３０％減少
(24,300台/日   →  17,000台/日)

【観測日】
(外かん開通前交通量   →   外かん開通後交通量)
 平成4年11月12日   平成10年11月18日



パリと東京の高速道路網（同縮尺）

延　長：１０．８ｋｍ
開通年：１９８８年（３．７ｋｍ）
　　　　１９９０年（７．１ｋｍ）
車線数：６車線

パリ都市圏南東部

　パリ環状高速道路（Ａ８６）は、パリの中心部から約10～15kmに位置する環
状道路で、そのうちの南東部分10.8kmが1990年までに開通した。

RN.186（国道１８６号線）

A.86（高速道路）

３

（４）パリの環状道路の開通で、平行道路の交通量が減少しています。



・一般道路からA.86への交通量の転換が大きい。

・交通量の減少は、国道１８６号線が最も大きい（52％～67％減少）。

・国道７号線、県道38号線、県道126号線及び県道126b号線の一部区間の減
　少も大きい（18％～27％の減少）。

・また、国道305号線、県道60号線、県道52号線及び県道38号線の区間でも
　10％～15％の交通量減少が認められる。

・交通量が増加したのは少数の幹線である。県道125号（26％の増加）、A.8
　6の南側に位置する国道６号線と国道７号線がある。

　Ａ８６整備済み後に実際に観測された1992年の交通状況と1981年～1987年のトレンドでＡ８６が無い
場合 1992年 交通状況推計を比較したも

県道125号

国道186号

県道38号

国道7号

県道126b号

　　　　交通量の減少

　　　　交通量の増加

　　　　増減なし

国道305号

県道52号

国道6号

県道60号

県道126号

４

レポートからの抜粋

資料：高速道路Ａ．８６号線に関する報告書（１９９８年１２月）
　　 　イル・ド・フランス地域整備局、ヴァル・ド・マルヌ県整備局

Ａ８６整備済み後に実際に観測された
1992年の交通状況と1981年～1987年のト
レンドでＡ８６が無い 場合の1992年の交
通状況推計値を比較したもの。

A.6

A.86



２．「交通の分析」の補足

推計の考え方

【現況の交通量】平成１１年１０月７日観測の一般道の交通量図 【外環道を入れてシミュレ－ション】

交通の
「発生元と行
き先」、「経路」
を仮定。

「道路網」、
「料金体系」、
「経路選択」
等を仮定。

コンピュ－タ上で交通
の流れを再現

５




